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１．評価者の指摘及び提言概要 

今後の低炭素社会に向けて日本の地域がどう対応していくべきかの道筋を示した意義あ

る研究成果を出している。簡易型低炭素評価ツールは、地域公共団体などの利用に供する

ことが可能なレベルであると評価できる。運輸・民生両部門の CO2排出推計手法の開発とそ

れを用いた推計結果は大都市圏における運輸・民生双方の CO2排出量が同時に小さくなるこ

とを示しており、一定の範囲で評価できる。都市部における RC建築の方が近郊の木造建築

より更新頻度が高いというデータは建築ストックの経済的評価が立地点に依存しているこ

とを示しており、興味深い。 

 

２．評点 

総合評点：Ａ 

  


